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1.制度の内容及び目的 

平和で豊かな社会の発展に貢献する有為な人材を育成することは、重要な課

題であり、そのために学校教育の果たす役割は、きわめて大きいと考えられま

す。こうした課題を遂行する教育の実践研究を一層発展させるために、教職員

のすぐれた教育実践研究論文を募集し、入賞論文は論文集に集録して県内の各

学校、関係団体、教育機関へ贈呈します。 

そのことによって教育関係者の教育研究を推進し、研究意欲を高めその資質

の充実を図るとともに、正しい教育世論を喚起し、本県教育の向上発展に資す

ることを目的としています。 

 

2.募集要項 

(1) 応募資格 

沖縄県内の国、公、私立の幼・小・中・高校及び特別支援学校等に勤務

する教職員（教育庁、市町村教育委員会等も含みます。） 

※最優秀受賞経験者は、応募できません。 

(2) 研究内容 

実践を通し、幼児・児童・生徒の望ましい変容の姿をとらえた個人及び

共同研究を対象とする。但し、共同研究については同一学校内の 3 名以内

の少人数のものとし、部会・グループ研究は除きます。 

① 教科指導、道徳、特別活動等に関する実践的研究 

② 学年・学級経営に関する実践的研究 

③ 生徒指導等児童・生徒の健全育成に関する実践的研究 

④ 国際理解教育、情報教育に関する実践的研究 

⑤ 特別支援教育に関する実践的研究 

⑥ 平和教育・人権教育・環境教育に関する実践的研究 

⑦ 学社融合・社会教育に関する実践的研究 

⑧ 沖縄の歴史・文化に関する実践的研究 

 (3) 応募要領     

① 論文は趣旨に沿った未発表の内容であること。 

論文はワープロ使用（A4 サイズ用紙 22 字×44 行×2 段組×5 ページ）、

横書きとします。図表・写真等を論文本体に掲載する場合はこの 5 ページ

の範囲内で納めて下さい。他に資料として図表・写真等を添付したい場合

は A4 サイズ 2 ページ以内とします。この場合審査の対象にはしますが研究

収録には掲載しません。1 ページ目の 10 行目までに主題、副題、学校名、

氏名等を記載します。 

② 応募論文原稿は A4 サイズ用紙に印刷したものとフロッピーディスク

（使用機種、ソフト名記載）で提出して下さい。（CD-R も可） 

③ 所定の申請書を添えて学校長を経由し提出して下さい。 

※申請書様式は当支部よりメールにて送付致します。下記メールアドレスま

でご連絡下さい。頂いたメールに申請書様式を添付の上、返信いたします。 

E-Mail：okinawa@nikkyoko.or.jp 



 

④ 原稿は一切返却いたしませんので提出前にコピーをお取り下さい。 

⑤ 応募した論文の著作権は公益財団法人 日本教育公務員弘済会 沖縄支部

に属しても異論ないものに限ります。 

⑥ 応募締切後は論文内容の変更及び差し替えは認めません。 

⑦ 研究のまとめ方は、次の事例をご参照下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 締め切り 平成 25 年 10 月 31 日（木） 

⑨ 原稿の送り先 

〒900-0014 

那覇市松尾 1 丁目７番 12 号 (沖教済別館) 

公益財団法人 日本教育公務員弘済会 沖縄支部 担当：砂川、前泊 

TEL：(098)867-1765  

⑩ 審  査 当支部の委嘱する審査委員会で審議決定します。 

⑪ 表 彰 式 平成 26 年 1 月 25 日（土） 

⑫ 助 成 額 

－ 個人研究 －      － 共同研究 － 

最優秀賞  2 点以内 助成金 20 万円、表彰楯  助成金 25 万円、表彰楯 

優 秀 賞  6 点以内 助成金 15 万円、表彰楯  助成金 20 万円、表彰楯 

優 良 賞  25 点以内 助成金 10 万円、表彰楯  助成金 15 万円、表彰楯 

上記以外            1 万円の図書券     1 万円の図書券 

 

〔注〕個人研究、共同研究含めて、最優秀 2 点以内、優秀 6 点以内、優良 25 点以内

とする。但し、共同研究の助成金の額は人数に関係なく定額とします。 

 

⑬ 論文の広報 

最優秀賞、優秀賞、優良賞は、論文集に集録し、県内の各学校・関係団体、

教育機関に贈呈します。 

※ 共同研究については、必ず代表者と共同研究者の氏名を記載して応募

して下さい。 

１．主題設定の理由 

２．研究の仮説 

３．研究の内容 

４．研究の成果 

５．まとめ 
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今後の課題 
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はじめに 
 
１．研究の概要 
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事 例 1    事 例 2    事 例 3 


